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古代遺跡に眠るナイルの至宝エジプトの旅 

 

皆さん、ハビビ！ハビビ！（愛していますの意味で、現地では買い物交渉に効果あり） 

 

改元の春、47か国目に訪れたのは、憧れの地、エジプト・アラブ共和国。

世界の 3 分の 1 の遺跡があると言われ、神の王・ファラオが眠る王家の谷や

3 大ピラミッド、スフィンクスと、多くの謎が残り、今も人々を魅了する国

です。幼少時代、出会った本がきっかけで、ナイル川流域に生まれた古代文

明に興味を持ち、いつか訪れたいと思い続けていました。 

成田を夜行便で経ち、興奮のあまりなかなか眠れない機内で、コック帽の

シェフの給仕で美味しい機内食を頂きました。首都カイロへは、イスタンブ

ール経由 15時間、朝 7 時 30分に到着。ギラギラと太陽が照りつける中、向

かったのは、エジプト考古学博物館です。 

椰子の木が茂る赤レンガの建物は観光客でごった返

しです。保安検査を受け、ガイドのハッサン氏と中に入

ると、歴代の大きなファラオ像、メンカウラー、ジョセ

ル、クフ、ラムセスⅡ世、一段と目を惹く、アメンホテ

ップ夫婦像が突然現れました。あまりのインパクトに

凄いの連発です。博物館には、20 万点のエジプト文明

の遺品、美術品が雑然と置かれ、見落としそうです。驚

いたのは、女性のファラオがいたことです。ルクソー

ル西岸に岩壁の傾斜を利用し 3 階建ての葬祭殿を建造

したハトシェプスト女王。21年間エジプトを統治し、

近隣国との交易に力を注いだ、男装の女王スフィンク

スが登場します。 

三大美女の未完のネフェルティティ王妃像は美し

く、古王国時代の傑作。ピラミッドを建造したクフ王

像は、7.5 センチの象牙製の小立像で、完全な状態で現

存するのは、世界に 1 つ。他にも、ロゼッタストーン

やキャップストーン（ピラミッドの頭頂）と見所満載

です。いよいよ、ツタンカーメンとご対面。２階の 1 番

奥の部屋に黄金に輝くマスクがありました。一際、人

だかりで、ガイドに誘導され、やっと近づけました。 

純金製の精悍な若者のマスクは重さ 11Kg。ラピスラ

ズリ、水晶、黒曜石、目には、ツタンカーメンブルーの

青色ガラスが美しく輝いています。ミイラが納められ

た厨子や人型棺、ベッド、黄金の王座、内臓が納められ
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たカノプス、椅子、靴、馬車と保存状態の良さには驚き

ました。厨子や人型棺には、ファラオを示すカルトゥシ

ュにスカラベ、太陽神、女神が描かれています。説明に

よると、永遠の生命が与えられ、来世での復活が古代文

字ヒエログリフで描かれているそうです。第 3 人型棺

は 110kgの 1 枚板の金を叩いて作られ、その中に黄金

のマスクを付けたツタンカーメンは眠りについていま

した。個人カメラでは撮影禁止のため、博物館公認のカ

メラマンに黄金マスクのツタンカーメンと写真を撮っ

て貰いました。ミイラ室の特別展示室にも 180EP支払い

入場。ツタンカーメンは王家の谷に安置されています

が、ラムセス、ハトシェプスト女王など 10 体ほどのミ

イラが安置されています。皮膚感、髪、歯、薄目でこち

らを見ているファラオは今にも蘇りそうです。 

3 時間の見学後、ホテルに直行しました。夕方には早

い時間帯なのに、カイロ市内の環状道路は大混雑です。

車は隙間に入り込もうとし、車列はぐちゃぐちゃです。

車窓からは、日干しレンガ作りのビル群がタケノコの

様にニョキニョキと立ち窓枠も無いマンション⁇を見

て、地震が起きたら倒壊しそうです。ガイドに尋ねたら

エジプトは地震が無いと聞き、ちょっと安心。ゴミ一つ

無く、桜や椰子、緑に囲まれた高級ブティック街に比

べ、下町では貧しさを感じます。なんとか、渋滞を抜け

ホテルに到着。なんと、ベランダからピラミッドが見え

ます。翌日は、ギザの 3 大ピラミッドに出発です。 

この時期は、砂嵐でピラミッドが見えないこともある

ようです。砂嵐はありましたが、クフ王のピラミッドに

入場できました。薄暗く狭い階段を下り、梯子を 90m登

って棺に到着。構内は蒸し暑く、中腰の姿勢で登り、下

りで、人とすれ違いながら進む体勢は、キツイです。身

体の大きな外国人は私以上に汗をかいています。この

日は、イスラム教の休日にあたる金曜日で現地の人で

混雑していました。ガイドのハッサン氏が私とピラミ

ッド、ラクダをバックにカメラを向けると、ラクダの主

人から金銭を要求され口論になり、私はびっくりしま

した。エジプトでは、記念撮影で高額な金銭を請求され

るので、注意が必要です。 
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次は、スフィンクスに移動です！カフラー王の墓守

護を目的に造られたスフィンクスは、石灰岩で顔はカ

フラー王、身体はライオン。全長 57m、高さ 20mエジプ

ト最大、最古のスフィンクスは、今も睨みをきかせて

います。特別エリアの足元からの見学に恵まれ、イケ

メンのスフィンクスと一緒に記念撮影ができました。 

翌日、空路でルクソールです。ルクソール東側は日

の昇る「生者の町」と呼ばれ、古代都市が繁栄し紀元前

に神殿が建造されました。この日は 7 時出発のフライ

トで朝 3 時起き、4 時半朝食、5 時ホテル出発。リタイ

ア後、ルーズな生活が染みついた身体には、辛かった

ぁ！しかし、早起きは三文の徳の言葉通り、砂嵐のた

め、この後はキャンセルになったそうです。ルクソー

ルには、9 時に到着しカルナック神殿へ直行。 

神殿のプロムナードには、頭は羊、胴体はライオン

の 40体のスフィンクスが観光客をお迎えします。ラム

セスⅡ世が建造したカルナック神殿は、大列柱が素晴

らしく、角柱上部の彩色や柱に描かれるヒエログリフ、

太陽神の象徴であるオリベスクなど、その巨大さに驚

くばかりです。写真から、その感動が伝わるかなぁ…。

160 年前に発掘されるまで、神殿は砂に埋もれていた

ので、122本の大列柱、パピルス柱の保存状態が良いと

説明がありました。ラムセスⅡ世は、エジプトを 1 番

長く統治し、93歳で亡くなるまでに 43人の妻、101人

の子供を持ったそうです。ガイドのハッサン氏は、僅

か 10 年で亡くなったツタンカーメンより偉大なファ

ラオだと言います。次は、ルクソール神殿の見学です。

アメンホテップⅢ世によって中心部が建造され、その

後、ツタンカーメンやラムセスⅡ世により増築。入り

口に 1 本のオリベスクが立っていました。角柱上部に

は、「最後の晩餐」が描かれています。元々、1 対だっ

たそうですが、その 1 本は 1819年にフランスに寄贈さ

れ、コンコルド広場に立っています。ルクソールは、

緑豊かな、農業が盛んな美しい町で、ここから、3 日間

のナイル川クルーズが始まります。クルーズ船は何艘が横付けされ、他社の船内を通り抜け、

出入りします。一時下船する際はカードを渡されるシステムです。船内では、ベリーダンス

やタンヌーラダンス、ガラベイヤパーティとイベント盛り沢山。観光客は欧米人が中心でし
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た。カクテルを頂いていると、オーストリアから来た

女性に声をかけられ、旅の話しをし、明日に備え早め

に部屋に戻りました。翌日は、ルクソール西岸にある

「王家の谷」の下船観光。 

ルクソール西岸は、夕日の沈む「死者の町」と呼ば

れ、墓所造りが盛んな BC2000年以降、王家の谷、ハ

トシェプスト女王葬祭殿は建造されました。バスを

降りると、時折、砂が舞う乾燥した深い渓谷に、ファ

ラオと貴族の墓はありました。緑はない小高い岩山

です。王家の谷までは、保存のためトラムに乗り換え

ます。墓の入り口には、ツタンカーメンの表札があり

ました。控えの間を通り右手の玄室にミイラ棺と石

棺が置かれています。その壁画には、ミイラにされた

王が儀式により、復活し、来世にむかえられる様子

が、まるで映像のように蘇ります。ツタンカーメンは

19 歳で亡くなり、病死で、墓が間に合わず他の人の

建造中の墓を使用したと説明がありました。ハトシ

ェプスト女王葬祭殿の壁画には、最高神とハトホル

ン守護神や交易の様子が残されていました。メムノ

ン巨像、アメンホテップⅢ世像を見学し、クルーズ船

に戻ります。夜にエスナ水門を通過するクルーズ船

を見ようと、デッキには人が集まっています。夏の日

差しで疲れた私は、早めに就寝しました。翌日は、エ

ドフ観光です。 

馬車でホルス神殿、コム・オンボ神殿の見学。馬車

は 4 人乗りで、思いのほか早く、振り落とされない

ように必死でした。帰りも、同じ馬車に乗るように言

われましたが、余りの多さに違う馬車を充てがわれ、

ちょっといい加減だなぁ…。馬車には、番号があり、

探す方が大変です。神殿は、はやぶさの神を祀る砂状

のレンガ造りで、壁画や古代カレンダーの彫刻が素

晴らしいです。農作物の種蒔き、収穫の時期が繊細に

記され、古代の営みが伺えます。その他に、医術の説

明図、座位分娩の様子や器具も壁画に描かれ、生活、

医療水準の高さに驚きました。アスワンにはピラミ

ッドやオリベスクに使われた石、花崗岩の石切り場

があります。切断の際に、亀裂が入り、切りかけのオ

リベスクが当時のままに放置されていました。重さ
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1267トンと聞き、またまた驚きです。こんな大きな

石材をナイル川に浮かべ運び出したとは！ナイル川

の水嵩や流れの速さから、運び出す時期と場所を考

慮した古代人の知恵は凄いです！船に戻ると、デッ

キではティータイム。私もスィーツと紅茶を頂きな

がらナイル川の景色を楽しみました。プールで泳ぐ

外国人もいます。今日は、クルーズ最後の夜でガラ

ベイヤパーティ！各々おめかしで、ダンスを踊って

います。翌朝、クルーズ船のスタッフの皆さんに別

れを告げ、アスワン・ハイダム観光へ出発。琵琶湖

7.5 倍のダムの対岸はスーダンです。建設のために、

数々の遺跡がやむなく水没したそうです。 

アブ・シンベル大神殿はユネスコの協力で現在に

移設されました。ナセル湖の遊覧船から見る神殿は

神秘的で、朝焼けに染まる神殿も幻想的でした。朝

日鑑賞から戻り、バスでアスワン市内へ 260キロ走

ります。途中、ラクダが乗るトラックに何台もすれ

違い、食肉用と聞きびっくりです。スーダンから輸

送途中に亡くなったラクダはサハラ砂漠に放置され

ていました。ちょっとショックです。砂漠の蜃気楼

をボーっと眺めていました。3 時間程でホテルに到

着。今回、アスワンのホテルは楽しみの一つ。リゾ

ートホテルらしい手入れされた庭にプール、近くを

流れるナイル川に白いヨット、神殿と美しい景色に

美味しい料理は、最上の時が流れます。ナイル川殺

人事件の執筆中にアガサクリスティーが宿泊した部

屋も見学できました。レストラン「1902」はドレス

コードが必要でフォーマルの装いで頂いたエジプト

フレンチ料理は、味、量も日本人にぴったりで給仕

するスタッフも含め素晴らしいディナーでした。 

エジプトは、地中海、中近東から新鮮な魚介にフ

ルーツなどが入り、食事に困ることは無かったです

が、量の多さには、悩まされました。翌日、午後便

でカイロ空港に戻り、パトカーに先導され、この時、

始めて情勢不安を感じました。ホテルの部屋からナ

イル川の先にピラミッドが薄っすら見え、体調を崩

した私にとって、癒しになりました。そして翌日は、

グループの皆さんとは別行動で、静養することにし
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ました。日本から持参した電解質補正飲料や解熱剤、抗

生物質のおかげで、無事、帰国でき、ホッとしました。 

今回の旅の土産は、パピルスに描かれたブルーとシ

ルバーの美しい星座で、カルトゥシュに渡邉と描いて

貰いました。エジプト旅行の記念になりました。ナイル

川がもたらした恵みは、古代文明の始まりであり、豊か

になった現在へ続くエジプトのパワーの源を肌で感じ

る旅となりました。幼少で読んだ本との出会いから約

半世紀を経て、夢を叶え、興奮と感動のあまり、熱を出

してしまいましたが、それも素敵な旅の思い出になりました。今、エジプトでは、三大ピラ

ミッドから 2 ㎞をプロムナードで繋ぐ国立博物館（東京ドームの 10 個分の広さ）を建設中

です。完成したら、訪れたいなぁ。 

渡邉郁美 


